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社員の出張に伴う CO2排出量削減に向けた取り組みについて 

 
 
三菱 UFJ アセットマネジメント株式会社（取締役社長 横川

よこかわ

 直
すなお

、以下「三菱 UFJ アセットマネ

ジメント」）は、2026 年 4 月から東海旅客鉄道株式会社、西日本旅客鉄道株式会社、九州旅客鉄道

株式会社が提供する CO2 排出量実質ゼロ化サービス「GreenEX（グリーンイーエックス）」および

日本航空株式会社が提供する「JAL カーボンオフセット」の企業向けプログラムを導入します。 

三菱 UFJ アセットマネジメントは、経営ビジョンである“「あなた」と「社会」の豊かな未来に

貢献する”の実現に向けて、気候変動、ガバナンス体制、情報開示、健康と安全、人権・ダイバー

シティ、社員の自律的成長、金融インフラとしての資産運用の普及を 7 つの重要課題として特定し

ております。その 7 つの重要課題のうち、「気候変動」「社員の自律的成長」「金融インフラとして

の資産運用の普及」を優先的重要課題として位置づけ、さまざまな取り組みを進めてきました。 

このたび、当社の優先的重要課題の「気候変動」に関する取り組みとして、GreenEX ならびに JAL
カーボンオフセットのプログラムを活用することで、社員が新幹線や航空機を利用して出張する際

に発生する CO2排出量を削減し、環境負荷軽減に貢献します。また、本サービスの導入による CO2

排出量の削減効果を社内に還元することで、社員一人ひとりの環境意識向上をめざします。 
 
 今後も三菱 UFJ アセットマネジメントは、経営ビジョンである“「あなた」と「社会」の豊かな

未来に貢献する”の実現に向けて、重要課題の解決に資する取り組みを推進してまいります。 
 
GreenEX とは： 

CO2 フリー電気※を活用することで、東海道・山陽・九州新幹線

の移動に伴う CO2 排出量を実質ゼロとする、エクスプレス予約法

人会員向けサービスです。詳細は、サービス概要ページ

（https://expresscard.jp/greenex/）をご覧ください。 
※CO2フリー電気：太陽光発電など発電時に CO2を排出しない再生可能エネルギー電

源由来の非化石証書を付与した電気 

 

JAL カーボンオフセットとは： 
航空機利用時の CO2排出量を可視化し、オフセット（相殺）

するプログラムです。世界的な認証基準である Gold Standard や

VCS（Verified Carbon Standard）などが採用されています。詳細

はプログラム概要ページ

（https://www.jal.com/ja/sustainability/environment/climate-
action/emission_trading/#carbon）をご覧ください。 
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